
令和７年度の日程
●６月４日(水)
午後2時 開戦式 午後５時半 閉戦式

●延期の場合は、6月７日(土)
午前9時 開戦式 午前11時半 閉戦式

※開催時刻は天候により前後することがあります

【 子ども大凧合戦大会写真展開催中！】
●場所 白根学習館（交流広場）
●日程 6月３０日(月)まで
昨年度の大会の様子を、白根地区公民館
を会場に活動しているサークル「写真の
チカラ」が撮影しました。大会終了後は
今年度の写真を展示します。
ぜひお越しください。

子ども大凧合戦大会は、昭和50年にスタートした地域

イベントであり、「凧づくりを通じてこどもに凧の原理と

凧揚げの方法を教え、合戦することによって協力すること

のすばらしさを体験することにより、凧合戦を継承する若

者を養成する」ことを目的に毎年開催されている（令和2

～4年度は新型コロナウィルス感染症の拡大により中止）。

当時、参加チーム１０組ではじまった大会も、昨年度は

２９組が参加。各方面のご理解とご協力により、大凧合戦

の前夜祭的行事として、地域はもとより対外的にも定着し

ている。

子ども大凧合戦大会のあゆみ

白根地区公民館
〒950-1477
南区田中383

℡025-372-5533

味方地区公民館
〒950-1262

南区西白根2676
℡025-373-4788

月潟地区公民館
〒950-1304
南区月潟535

℡025-375-1050

白根凧合戦協会
（南区役所産業振興課商工観光推進室内）

〒950-1292
新潟市南区白根1235

℡025-373-1000（代）

子ども大凧合戦大会メモ

〈凧の大きさ〉
２間×９尺（3.6m×2.65m、81枚張り、畳６枚大）

２間×９尺は、白根大凧合戦のはじまりのころに
使われた凧の大きさともいわれている。現在の白根
大凧合戦で使用されている大凧の４分の１の大きさ
である。由緒あるこの大きさの凧を正規のものとし、
１チーム４枚作る。

〈絵柄〉
大凧合戦にはない絵柄があり、凧の枚数も多く、

しかも広告が一切入っていないので、多彩な合戦絵
巻を楽しむことができる。

両岸から揚げた
凧を空中でからま
せて川に落とし、
相手の凧綱が切れ
るまで引き合う。
これは伝統ある白
根大凧合戦の合戦
方法とほぼ同一で
ある。

令和６年度 第４７回大会戦績

優 勝 岩見重太郎（古川子ども育成会）
準優勝 安兵衛（庄瀬小学校）
第３位 森の石松 （東町・杉菜町子ども会）

本新蝶・子ども宝船（能登子ども育成会
・白根児童センター合同）

第5位 連獅子 （茨曽根小学校）
弁 慶 （諏訪木・砂押・水道町）

★白根地区公民館より
子ども大凧合戦大会の

情報配信中！

白根大凧合戦の大凧
（畳24枚大）

子ども大凧
（畳６枚大）

白根大凧合戦

（HP） （Facebook）

めざせ優勝！

白根と対岸の味方が行う観光行事で、毎年６月上旬

の５日間、川幅約80mの中ノ口川の両岸から畳24枚

大の大凧を揚げて空中でからませ川に落とし、相手の

凧綱が切れるまで観衆も加わって引き合う、豪快な世

界最大スケールを誇る凧合戦である。

≪大凧合戦の生いたち≫

江戸時代の中頃、白根町の人々が中ノ口川の堤防の

改修工事の完成を祝って、藩主から贈られた凧を揚げ

たところ、対岸の西白根（味方）に落ち、家や農作物

を荒らした。これを怒った西白根の人々が、対抗して

凧を揚げて白根町側にたたきつけたことから凧合戦が

はじまったと伝えられている。

≪大凧合戦メモ≫

大きさ＝縦７m、横５m 和紙＝324枚 重さ＝50kg
凧綱＝日本麻製、直径2.5cm

〈ルール〉
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合同

第48回 子ども大凧合戦大会 参加チーム絵柄紹介


